
幕末の絵師・戯作者でもある大坂商人、暁
あかつき

鐘
かね

成
なり

が催した「汁講」を再現。大阪の再起動を議論した。
（第10回上町台地 今昔フォーラム）

人
々
の
活
動
量
が
減
っ
て
い
る
。
情
報
技
術

の
進
展
で
時
代
速
度
が
加
速
す
る
の
に
対
し
て
、

少
子
高
齢
化
と
I
T
依
存
が
高
ま
る
こ
と
で

人
々
の
動
き
が
鈍
り
、
都
市
・
地
域
の
停
滞
を

感
じ
る
。

人
が
動
い
て
仕
事
を
す
る
と
、
熱
が
発
生
す

る
。
ひ
と
り
の
動
き
が
誰
か
を
刺
激
し
、
そ
の

人
も
動
き
だ
し
、
場
に
お
け
る
熱
が
広
が
る
。

あ
た
か
も
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
の
よ
う
に
、
次
々
と

反
響
し
あ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
。
し

か
し
人
の
動
き
が
と
ま
る
と
、
場
は
冷
え
て
し

ま
う
。

失
わ
れ
た
20
年
か
ら
、
さ
ら
に
日
本
は
10
年

を
失
う
。
東
京
は
「
前
へ
前
へ
。
進
歩
を
成
長

を
」
を
標
榜
し
て
夢
を
見
て
、
未
来
に
依
存
す

る
。
一
方
、
大
阪
は
秀
吉
、
天
下
の
台
所
、
北

前
船
、
大
大
阪
、
1
9
7
0
年
大
阪
万
博
な

ど
過
去
の
「
栄
光
」
に
こ
だ
わ
る
。「
こ
れ
か

ら
必
ず
こ
う
な
る
」
と
未
来
を
志
向
す
る
東
京
、

「
こ
れ
ま
で
こ
れ
で
う
ま
く
い
っ
た
」
と
過
去

に
依
存
す
る
大
阪
は
と
も
に
現
状
を
直
視
し
な

い
。
過
去
、
現
在
、
未
来
の
時
間
軸
が
繋
が
ら

な
い
。

「
ル
ネ
ッ
セ
（
再
起
動
）
」
を
立
ち
あ
げ
た
課
題

認
識
は
こ
こ
に
あ
る
。
過
去
か
ら
現
在
の
流
れ

を
見
つ
め
、
現
状
に
お
け
る
「
変
化
」
を
読
み

解
く
と
、
未
来
が
見
え
る
。
未
来
は
現
在
に
埋

め
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
現
状
が
掴
め
な
い
の
で

未
来
が
見
え
な
い
。

「
ル
ネ
ッ
セ
」
の
対
話
の
な
か
で
、「
文
化
」

と
い
う
言
葉
が
よ
く
出
て
く
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
考
え
る
「
文
化
」
の
定
義
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
本
来
、文
化
と
は
カ
ル
チ
ベ
イ
ト（cultivate

）

が
語
源
で
、
耕
作
、
栽
培
、
洗
練
、
醸
成
を
意

味
す
る
。
文
化
は
承
継
し
て
繰
り
返
す
こ
と
で

生
ま
れ
る
。
ひ
と
り
の
天
才
や
、
す
ぐ
れ
た
技

術
者
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が

現
れ
て
も
、
突
然
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
起
き
な

い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
に
は
、
新

た
な
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

考
え
て
実
行
で
き
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
、
そ
れ

を
理
解
し
受
け
入
れ
て
応
援
す
る
人
た
ち
が
い

て
、
文
化
が
育
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
土
壌
で
あ
り
風
土
で
あ
る
。
新
た
な
モ

ノ
、
コ
ト
、
姿
、
ナ
レ
ッ
ジ
を
柔
軟
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
受
け
入
れ
、
混
じ
り
あ
わ
せ
る

と
い
う
土
壌
と
考
動
様
式
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

も
っ
た
都
市
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、

文
化
を
育
む
。
い
ま
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

を
掴
み
、
本
質
を
発
掘
・
再
編
集
・
再
定
義
し

て
再
起
動
さ
せ
れ
ば
、
必
ず
や
日
本
は
再
興
し

う
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｌ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

未
来
を
夢
見
る
東
京
、過
去
に
固
執
す
る
大
阪

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
所
長  

池
永
寛
明 
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